
 
 

 

 

 
 

〈お問い合わせ〉 

朝日新聞社 ジャーナリスト学校 

TEL 03-3545-0131（代表） 

2019 年 3 月 8 日 

>  contact 

朝日新聞社 〒104-8011 東京都中央区築地 5-3-2 

〈報道関係のみなさま〉 

 

特集 福島を見つめ、伝える 

「月刊 Journalism」３月号発売! 

 

株式会社朝日新聞社（渡辺雅隆社長）は３月８日、「月刊 Journalism」の３月号を発行しまし

た。特集は「震災８年、風化、風評、報道されない日常…… 福島を見つめ、伝える」です。東日

本大震災とそれに伴う福島第一原発事故から８年。誇張も過小評価もしていない「等身大の福島

を伝えること」をテーマに、福島を見つめ続けている方々に執筆していただきました。 

 巻頭は作家で詩人、歌手のドリアン助川さんです。ドリアンさんは２０

１２年夏、松尾芭蕉の『奥の細道』のルートを自転車で回りました。携帯

した線量計で各地を測りながらの旅で、「心から言葉を交わせる出会い」

を得て、線量計が示す高い数値に「数値を公表することは正義か」と悩み

続けました。これを契機に被災地に通うようになり、交流を続けています。 

 社会学者で立命館大学衣笠総合研究機構准教授の開沼博さんは福島で

は今、「３．１１によって急性症状化した普遍的な課題」「風評による経済

的損失＆デマ・差別」「ポスト復興バブル」「福島第一原発周辺地域の復興」

「社会的合意形成」という五つのシンドロームが生まれたと指摘。改善に

は中間集団の再構築が必要だと訴えています。 

このほか映画「盆唄」監督の中江裕司さん、ローカルアクティビストの小松理虔さん、福島民

報社編集局次長兼整理部長の浦山文夫さん、福島民友新聞社編集局長の小野広司さん、ＮＨＫ「福

島をずっと見ているＴＶ」の角学さん、小川謙治さん、原義和さんも執筆しています。福島原発

告訴団長の武藤類子さんにはインタビューしました。 

また、日ロ条約交渉の行方について朝日新聞の駒木明義・論説委員、オランダ発の新しいニュ

ースメディアについて同紙の浜田陽太郎・編集委員が解説しています。 

「月刊 Journalism」は２００８年１０月創刊。「メディアと市民と権力」（２０１８年１２月号）、

「憲法９条」（２０１９年２月号）などさまざまな社会問題にジャーナリズムの観点から切り込ん

でいます。定価８００円（税込み）、年間購読料は８８００円（税・送料込み）。全国の書店、ネッ

ト書店、ＡＳＡ（朝日新聞販売所）で注文によってお求めいただけます。 


